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田原城跡　二ノ丸櫓と桜門

常
葉
学
園
大
学
教
授
・
豊
橋
市
美
術
博
物
館
長
　
金
　
原
　
宏
　
行

崋
山
が
大
変
な
読
書
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
逸
話
（
原
漢
文
）
が
物
語
っ
て
い
る
。

弟
子
の
一
人
で
あ
る
山
本
B
谷
（
文
化
八
年
〜
明
治
六
年
）
が
崋
山
を
尋
ね
る
と
、
崋
山
は

残
燈
の
下
で
書
を
読
ん
で
い
た
。
崋
山
が
B
谷
を
振
り
返
っ
て
い
っ
た
。「
あ
な
た
は
何
で
深
夜

に
訪
ね
て
き
た
の
か
」
と
。
そ
こ
で
B
谷
は
「
夜
は
既
に
明
け
ま
し
た
」
と
い
っ
た
ら
、
崋
山

は
窓
を
開
い
て
、
初
め
て
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
大
い
に
笑
っ
た
。
崋
山
の
平
生
の
勉
強
振
り

を
知
る
べ
き
で
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
崋
山
は
団
飯
豆
油
炙
（
握
り
飯
に
醤
油
を
付
け
て
焼

い
た
）、
す
な
わ
ち
焼
き
握
り
が
好
き
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、
夜
、
読
書
を
し
た
疲
れ
を
慰
め
る

た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。（
西
田
春
耕
『
口
嗜
小
史
』「
続
日
本
随
筆
大
成
９
」）

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
あ
る
日
、
弟
子
B
谷
が
訪
ね
る
と
、
崋
山
は
読
書
に
没
頭
し
て
、
す
で
に
夜
が
明
け
て
し
ま
っ
て
い
た
。

弟
子
に
知
ら
さ
れ
て
、
初
め
て
知
っ
て
呵
呵
一
笑
し
た
。
ま
た
、
こ
の
好
物
が
焼
握
り
で
あ
っ
た
と
は
、
い
か
に
も
質
素
な
生

活
振
り
が
う
か
が
え
、
こ
こ
で
崋
山
は
「
払
暁
山
人
」
と
あ
だ
な
さ
れ
て
登
場
し
て
い
る
が
、
払
暁
ま
で
勉
学
に
励
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

山
本
B
谷
は
、
石
州
津
和
野
藩
亀
井
侯
の
家
臣
吉
田
芳
右
衛
門
の
子
で
、
山
本
氏
の
養
子
と
な
り
、
津
和
野
藩
家
老
で
画
家
の

多
胡
逸
斎
の
門
人
で
、
家
老
の
出
府
に
従
い
、
崋
山
門
に
入
っ
た
。
崋
山
の
救
済
に
も
力
を
尽
く
し
、
人
物
画
が
得
意
で
あ
っ
た
が
、

六
十
三
歳
で
没
し
た
。
彼
の
最
初
の
妻
は
半
香
の
妻
の
妹
で
あ
っ
た
。
ま
た
多
胡
逸
斎
は
、
崋
山
と
早
く
か
ら
親
交
が
あ
り
、
蛮
社

の
獄
に
際
し
て
、
私
財
数
百
金
を
投
じ
て
救
出
に
力
を
尽
く
し
た
。

崋
山
没
後
の
天
保
十
三
年
十
月
十
五
日
（
一
周
忌
が
過
ぎ
て
い
る
）
付
け
椿
山
の
半
香
宛
書
簡
に
よ
る
と
、
こ
の
年
三
十
二
歳

の
山
本
B
谷
に
つ
い
て
、「
B
谷
に
つ
い
て
（
半
香
に
）
い
ろ
い
ろ
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
津
和
野
藩
も
近
頃

改
革
が
あ
り
、
B
谷
は
、
相
変
わ
ら
ず
私
方
（
椿
方
）
に
同
居
し
て
い
る
（
本
来
な
ら
藩
邸
内
に
住
む
べ
き
で
あ
る
が
、
外
住
が
両

三
年
許
さ
れ
て
「
椿
山
と
同
居
ま
か
り
お
り
候
」
と
あ
る
。）
し
か
し
、
こ
う
し
て
い
て
も
さ
し
た
る
益
が
な
い
と
気
の
毒
に
思
わ

れ
る
の
で
、
貴
方
（
半
香
）
よ
り
序
で
の
折
り
に
（
B
谷
に
）
お
わ
び
申
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
私
方
に
同
居
す
る
よ
う
な
人
で
な

い
の
で
、
良
き
友
に
就
け
ば
、
何
ほ
ど
の
大
物
に
相
進
む
べ
き
（
な
る
べ
き
）
人
物
で
あ
る
の
で
、
御
遠
慮
な
く
説
教
し
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
い
る
。
B
谷
の
将
来
を
大
い
に
見
込
み
、
半
香
に
そ
の
大
成
を
依
頼
し
て
い
る
。

椿
山
の
住
所
は
、
小
石
川
牛
込
天
神
下
で
あ
り
、
嘉
永
年
中
に
な
っ

て
麹
町
三
軒
屋
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
独
身
の
B
谷
の
画
業
に
半

香
が
注
目
し
、
彼
の
妻
の
妹
を
嫁
に
世
話
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
づ
い
て
「
先
だ
っ
て
お
借
り
し
た
花
卉
（
図
）
草
稿
は
、
お
返
し

し
ま
す
。
少
し
ば
か
り
失
礼
を
顧
み
ず
ご
一
笑
ま
で
に
手
を
加
え
ま
し

た
。」
と
あ
る
。
山
水
を
得
意
と
し
た
半
香
は
、
花
卉
、
花
鳥
図
の
依
頼

が
あ
る
と
椿
山
に
回
し
、
断
っ
た
と
い
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
も
う
か
が
え

る
。
以
上
崋
山
と
没
後
の
弟
子
た
ち
半
香
、
椿
山
、
B
谷
の
動
向
に
つ
い

て
記
し
て
み
た
。

48歳の福田半香



毎
朝
、
三
河
田
原
の
駅
か
ら
学
校
ま
で
徒
歩
で

生
徒
と
と
も
に
通
勤
し
、
そ
の
間
、
行
き
交
う
町

の
人
た
ち
か
ら
生
徒
だ
け
で
は
な
く
私
ま
で
も
気

軽
に
朝
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
神
明
社
の

鳥
居
を
右
に
折
れ
る
と
本
校
の
校
舎
が
見
え
、
や

が
て
校
門
前
の
軽
い
傾
斜
の
付
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ

の
中
程
ま
で
く
る
と
山
本
右
太
郎
の
銅
像
が
全
校

の
生
徒
や
職
員
を
迎
え
て
く
れ
る
。
校
長
室
に
入

る
と
、
毎
朝
、
凛
と
し
て
背
筋
が
伸
び
る
。
私
も

長
い
間
、
教
員
を
し
て
き
て
多
く
の
校
長
室
に
入

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
の
は
本
校

の
校
長
室
だ
け
で
あ
る
。
掃
き
清
め
ら
れ
た
神
社

の
境
内
に
立
っ
た
と
き
の
感
じ
で
あ
ろ
う
か
。
正

面
に
十
二
代
藩
主
三
宅
康
保
の
世
子
康
寧
に
よ
る

黒
々
と
書
か
れ
た
扁
額
「
成
章
館
」、
そ
の
右
横

に
椿
山
の
描
い
た
「
渡
辺
崋
山
先
生
四
十
五
歳
の

像
」
を
鏑
木
華
国
が
模
写
し
た
と
い
う
肖
像
画
、

さ
ら
に
崋
山
が
警
告
し
た
和
蘭
風
説
書
の
一
説

「
田
原
ハ
武
ヲ
構
シ
、
徳
ヲ
敷
キ
、
天
地
の
間
ニ

独
立
致
シ
、
掌
大
の
地
ヲ
百
世
ニ
存
シ
候
様
御
工

夫
第
一
也
、
何
デ
モ
徳
ニ
無
之
テ
ハ
危
シ
」
の
額

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
正
面
左
手
に
は
本
校
の
大

先
輩
で
あ
り
衆
議
院
議
員
で
大
臣
ま
で
務
め
ら
れ

た
上
村
千
一
郎
氏
の
「
真
実
一
路
」
と
氏
が
昭
和

天
皇
よ
り
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
を
親
授
し
て
い
る

写
真
額
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
よ
う
に
校
長
の
机
の

背
側
に
は
日
下
部
鳴
鶴
の
書
「
斐
然
成
章
」
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
私
自
身
実
際
に
ま
だ
見
た
こ
と

は
な
い
が
、
崋
山
か
ら
成
章
館
掛
に
届
け
ら
れ
た

書
簡
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ど
う

も
こ
れ
ら
の
存
在
が
こ
の
校
長
室
を
重
厚
で
緊
張

感
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。

江
戸
時
代
、
幕
藩
体
制
の
諸
藩
は
人
材
育
成
の

た
め
藩
士
の
子
弟
を
教
育
す
る
藩
校
を
も
っ
て
お

り
、
愛
知
県
内
で
は
尾
張
藩
の
明
倫
館
、
吉
田
藩

の
時
習
館
が
あ
っ
た
。
田
原
藩
は
表
高
一
万
二
千

石
の
小
藩
で
、
し
か
も
領
内
の
大
部
分
は
洪
積
大

地
で
作
物
は
取
れ
ず
、
種
々
の
対
策
を
講
じ
て
き

た
が
、
何
と
も
な
ら
ず
根
本
的
な
藩
政
改
革
の
必

要
に
迫
ら
れ
、
藩
医
の
萱
生
玄
順
は
こ
の
危
機
の

打
開
に
は
人
材
育
成
が
緊
急
課
題
と
考
え
、
藩
主

三
宅
康
和
に
献
策
し
、
藩
校
を
開
設
し
た
。
こ
こ

か
ら
崋
山
を
中
心
に
藩
校
「
成
章
館
」
が
管
理
・

運
営
さ
れ
、
幾
多
の
俊
才
を
輩
出
し
た
こ
と
は
多

く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

一
八
七
一
年
廃
藩
置
県
に
よ
り
成
章
館
も
閉
じ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
田
原
で
は
向
学
心
に

燃
え
る
若
者
達
を
受
け
入
れ
る
教
育
機
関
を
準
備

し
、「
田
原
義
校
」
や
町
の
有
力
者
達
の
経
費
負

担
に
よ
り
塾
を
設
立
し
た
り
、「
如
水
社
」
を
組

織
し
学
校
、
塾
と
連
結
し
、
人
材
の
養
成
を
は
か

っ
た
。
そ
の
後
も
、
巴
江
神
社
の
社
務
所
内
に
巴

江
義
塾
を
興
し
「
英
・
漢
・
数
」
を
教
授
す
る
な

ど
若
者
の
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

旧
田
原
小
学
校
高
等
補
習
科
の
設
立
以
来
、
さ

ら
な
る
上
位
の
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
一
九

〇
一
年
当
時
の
町
長
山
本
右
太
郎
を
中
心
と
し
て

各
種
学
校
と
し
て
の
成
章
館
（
修
業
二
年
）
を
田

原
小
学
校
に
付
設
し
、
こ
こ
か
ら
本
校
と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ
た
。
一
九
一
六
年
に
は
山
本

町
長
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
結
果
、
待
望
の
田
原

町
立
中
学
成
章
館
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
彼
は
羽

織
袴
で
文
部
省
に
出
か
け
、
当
時
の
文
部
大
臣
に

幾
度
と
な
く
交
渉
し
つ
い
に
許
可
を
得
、
建
設
資

金
も
乏
し
い
状
況
下
で
、
町
の
有
力
者
か
ら
寄
付

を
集
め
た
り
す
る
な
ど
、
設
立
に
心
血
を
注
い
だ
。

こ
う
し
て
当
時
、
日
本
で
唯
一
の
町
立
中
学
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
山
本
右
太
郎
像
や
町
の
人
達
が

我
々
を
毎
朝
、
温
か
く
迎
え
、
見
守
っ
て
い
て
く

れ
る
訳
が
良
く
理
解
で
き
た
。
成
章
高
校
は
今
で

も
田
原
の
学
校
で
あ
る
。
こ
の
寄
せ
ら
れ
る
強
い

思
い
と
期
待
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
甘
え
る

こ
と
な
く
そ
れ
に
答
え
る
べ
く
努
力
す
る
こ
と

が
、
校
長
と
し
て
与
え
ら
れ
た
重
大
な
責
務
で
あ

る
。

Ｐ
①
渡
p
崋
山
、
福
田
半
香
、
山
本
B
谷

金
原
宏
行

Ｐ
②

愛
知
県
立
成
章
高
等
学
校
長

壁
谷
宜
男

目
　
次

Ｐ
③

画
家
渡
辺
崋
山
の
心
象

『
漢
高
祖
k
食
其
見
図
』

Ｐ
④
「
外
国
事
情
書
」
①

Ｐ
⑧

田
原
市
博
物
館
所
蔵
品
か
ら

『
文
洪
筆
言
偃
像
』

Ｐ
⑨

渡
辺
崋
山
の

「
自
律
狂
歌
草
稿
」
鑑
賞
i

Ｐ
⑫

崋
山
の
田
原
行
（
一
）

Ｐ
⑭

崋
山
史
跡

Ｐ
⑯
財
団
法
人
崋
山
会
か
ら
ご
案
内

田
原
市
博
物
館

2

目
　
　
　
　
次

題
字
「
崋
山
会
報
」
崋
山
会
理
事

小
澤
耕
一



漢
高
祖
k
食
其
見
図

か
ん
の
こ
う
そ
れ
き
い
き
を
ま
み
ゆ
る
ず

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
絹
本
着
色

縦
一
一
三
・
四
㎝
　
横
四
一
・
九
㎝

田
原
市
博
物
館
蔵

落
款
に
「
天
保
弐
季
四
月
作
於
全
楽
堂

崋
山
登
」
と
あ
り
、
天
保
二
年
四
月
に

「
全
楽
堂
」
こ
と
江
戸
麹
町
の
田
原
藩
上

屋
敷
敷
地
内
に
あ
る
崋
山
の
居
宅
兼
画
室

で
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。こ

の
作
品
と
考
え
ら
れ
る

記
録
が
天
保
二
年
の
崋
山
の

日
記
で
あ
る『
全
楽
堂
日
録
』

（
愛
知
県
指
定
文
化
財
・
個

人
蔵
）に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

『
全
楽
堂
日
録
』
は
、
文
政

十
三
年
（
一
八
三
〇
、
十
二

月
に
天
保
に
改
元
）
の
四
月

十
三
日
か
ら
天
保
四
年
三
月

六
日
に
い
た
る
四
年
間
に
わ
た
る
日
記

（
他
の
『
客
坐
録
』『
客
坐
掌
記
』『
游
相

日
記
』『
毛
武
游
記
』
と
呼
ば
れ
る
手
控

画
冊
・
紀
行
日
記
も
同
時
に
記
述
し
て
い

る
た
め
、
断
片
的
な
日
記
と
し
て
使
用
さ

れ
る
）
で
あ
る
。

天
保
二
年
三
月
二
十
九
日
の
項
に
「
写

沛
公
見
食
其
図
」
と
あ
り
、
続
い
て
四
月

七
日
の
項
に
「
沛
公
見
kリ

生セ
イ

図
成
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
高
祖
と
は
、
前
漢
の
初

代
皇
帝
で
あ
る
劉
邦
（
在
位
前
二
〇
二
〜

前
一
九
五
）（
前
二
四
七
〜
前
一
九
五
）

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
k
食
其
（
？

〜
二
〇
三
）
は
秦
末
・
漢
初
の
論
客
で
、

劉
邦
に
仕
え
、
斉
の
国
を
説
得
し
て
七
十

余
城
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
図
は
臣
下
に

入
る
前
の
k
食
其
が
劉
邦
を
訪
ね
て
き

た
場
面
を
描
い
て
い
る
。
女
官
に
足
を
洗

わ
せ
な
が
ら
、
謁
見
し
た
た
め
に
k
食

其
に
た
し
な
め
ら
れ
た
故
事
を
描
い
た
も

の
で
あ
る
。
中
国
画
の
原
本
の
存
在
も
感

じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
が
、
崋
山
が
人
物

表
現
を
す
る
際
に
多
用
す
る
素
早
い
シ
ャ

ー
プ
な
線
に
迫
力
が
感
じ
ら
れ
、
場
面
の

緊
張
感
を
見
る
者
に
感
じ
さ
せ
る
。
こ
れ

ら
の
中
国
の
故
事
を
描
い
た
際
の
落
款
は

隷
書
体
が
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
作

品
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。

文
政
十
二
年
八
月
に
三
宅
家
の
家
譜
撰

集
を
命
じ
ら
れ
、
天
保
元
年
か
ら
は
三
ヶ

尻
（
現
熊
谷
市
）、
同
二
年
に
厚
木
・
桐

生
・
足
利
を
旅
し
、
紀
行
日
記
を
残
し
、

天
保
三
年
五
月
に
は
年
寄
役
に
進
み
、
藩

の
海
防
掛
と
な
る
。
ま
た
、
小
関
三
英
・

高
野
長
英
と
知
り
合
っ
た
の
も
天
保
二
年

か
ら
三
年
に
か
け
て
と
言
わ
れ
る
。
天
保

十
年
五
月
の
蘭
学
者
弾
圧
事
件
「
蛮
社
の

獄
」
直
前
の
天
保
八
・
九
年
と
田
原
蟄
居

中
の
天
保
十
一
・
十
二
年
に
比
較
し
て
、

こ
の
作
品
が
描
か
れ
る
天
保
年
間
前
半
の

代
表
作
が
少
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
中
国

画
法
の
完
成
度
の
指
標
と
な
る
作
品
と
考

え
ら
れ
、
こ
の
作
品
は
こ

の
時
期
の
基
準
作
と
言
え

よ
う
。

こ
の
作
品
は
、『
田
原

市
博
物
館
館
蔵
名
品
選
第

一
集
』
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

田
原
市
博
物
館
学
芸
員

鈴
木
利
昌
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昨
年
度
、
研
究
会
は
初
稿
『
西
洋
事
情
書
』（
内
閣
文

庫
蔵
『
海
防
続
彙
議
』
所
収
本
〈
内
題
「
答
人
問
書
」〉）、

江
川
文
庫
所
蔵
の
自
筆
再
稿
『
西
洋
事
情
書
』
な
ら
び
に

自
筆
『
外
国
事
情
書
』
を
取
り
上
げ
、
岩
波
書
店
刊
行
・

日
本
思
想
大
系
五
十
五
・
佐
藤
昌
介
校
注
の『
渡
辺
崋
山
』

に
も
と
づ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。
江
川
家
に
秘
蔵
さ
れ
て

い
る
自
筆
『
外
国
事
情
書
』
は
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九

六
八
）「
崋
山
の
生
涯
と
絵
画
展
」（
田
原
町
博
物
館
）
出

展
時
の
写
真
を
利
用
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
か
ら
、
そ

の
集
大
成
と
し
て
『
外
国
事
情
書
』
を
連
載
し
ま
す
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
六
月
、
モ
リ
ソ
ン
号
江
戸
湾

侵
入
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
江
戸
幕
府
は
江
戸
湾
防
備

の
強
化
を
は
か
る
目
的
か
ら
備
場
巡
見
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
十
二
月
、
老
中
水
野

忠
邦
は
、
目
付
鳥
居
耀
蔵
を
正
使
と
し
、
江
川
英
竜
を
抜

擢
し
て
副
使
と
し
て
相
州
備
場
見
分
を
命
じ
た
。
江
川
英

竜
は
巡
見
終
了
後
、
復
命
書
と
と
も
に
、
西
洋
事
情
を
説

い
た
建
議
書
の
上
呈
を
企
画
し
、
そ
の
案
文
を
崋
山
に
要

請
し
た
。

崋
山
は
こ
れ
に
応
じ
て
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
三

月
『
諸
国
建
地
草
図
』
一
冊
『
西
洋
事
情
書
』
二
冊
、
ほ

か
一
冊
、
合
計
四
冊
か
ら
な
る
稿
本
類
を
江
川
英
竜
に
送

っ
た
。『
西
洋
事
情
書
』
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
び
に
世

界
の
現
状
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
初
稿
で
は

な
い
。
初
稿
は
、
崋
山
が
の
ち
に
獄
中
か
ら
江
川
英
竜
に

寄
せ
た
密
書
の
中
で
、

『
私
宅
よ
り
出
で
候
書
物
は
、
三
月
中
、
半
紙
に
認
め

上
げ
候
事
情
某
と
申
す
書
の
初
稿
に
て
、
あ
ま
り
に
過
激

に
つ
き
、
恐
れ
入
り
、
差
し
上
げ
ず
候
も
の
に
ご
ざ
候
』

と
述
べ
て
い
る
通
り
、
内
容
が
「
あ
ま
り
に
過
激
」
に

わ
た
っ
た
た
め
、
江
川
英
竜
に
送
る
こ
と
を
見
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
る
。（
な
お
、
こ
れ
が
後
に
蛮
社
の
獄
で
没
収

さ
れ
、
有
罪
の
根
拠
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）

初
稿
、
再
稿
の
『
西
洋
事
情
書
』
に
つ
い
て
は
、
再
稿

が
初
稿
の
「
あ
ま
り
に
過
激
」
な
箇
所
を
修
正
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
両
者
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で

は
な
く
、
江
川
英
竜
は
、
崋
山
か
ら
送
ら
れ
た
『
西
洋
事

情
書
』（
再
稿
）
に
は
、
す
く
な
か
ら
ず
不
満
を
覚
え
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
に
は
初
稿
と
同
様
、

幕
政
の
対
外
政
策
を
か
な
り
激
し
い
調
子
で
批
判
し
、
あ

る
い
は
揶
揄
し
た
部
分
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
江
川
英
竜
は
、
腹
心
の
斎
藤
弥
九
郎

を
崋
山
の
も
と
に
つ
か
わ
し
、
あ
ら
た
め
て
起
稿
を
依
頼

し
た
。
こ
の
時
崋
山
が
執
筆
し
た
の
が
、
江
川
文
庫
所
蔵

の
崋
山
自
筆
『
外
国
事
情
書
』
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

『
外
国
事
情
書
』
は
、
結
果
的
に
は
佐
藤
昌
介
氏
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
蛮
社
の
獄
で
崋
山
が
逮
捕
さ
れ
た

た
め
、
江
川
英
竜
は
そ
の
ま
ま
上
申
す
る
こ
と
を
断
念
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
崋
山
自
身
は
、
在
野
の
知
識
人

と
し
て
そ
の
意
見
を
幕
政
に
反
映
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と

し
て
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

『
外
国
事
情
書
』
は
『
西
洋
事
情
書
』（
再
稿
）
に
比
べ
て

知
識
内
容
が
は
る
か
に
豊
富
で
あ
り
、
外
国
事
情
の
客
観

的
叙
述
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
書
に
も

ら
れ
た
世
界
知
識
の
そ
れ
ぞ
れ
に
出
典
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
崋
山
が
い
か
に
知
識
の
客
観
性
を
重
ん
じ
た
か
が
わ

か
る
。【
例
え
ば
、
漢
籍
と
し
て
、
耶
蘇
会
士
艾
儒
略
の

『
職
方
外
紀
』
と
清
の
賀
長
齢
編
『
皇
朝
経
世
文
編
』
等
、

著
者
・
訳
書
と
し
て
は
、
大
槻
玄
沢
編
著
『
環
海
異
聞
』、

青
地
林
宗
訳
『
奉
使
日
本
紀
行
』、
吉
雄
耕
作
訳
『
ヲ
ロ

シ
ア
人
北
京
紀
行
』
や
『
和
蘭
風
説
書
』
等
が
あ
る
。】

な
か
に
は
、
在
来
の
文
献
の
ほ
か
に
、
新
資
料
と
し
て
の

蘭
書
が
含
ま
れ
て
お
り
、【
蘭
書
と
し
て
は
、『
略
史
』

（
一
八
二
四
年
の
略
史
等
・
オ
ン
デ
ル
マ
ン
ス
の
『
歴
史

年
代
記
便
覧
』
で
あ
る
）
や
『
ブ
ー
ラ
ン
ズ
ゾ
ン
』（
ル

ー
ラ
ン
ズ
ゾ
ン
で
、
一
般
地
名
辞
典
）、『
ニ
ュ
ー
エ
ン
ホ

イ
ス
』（
技
術
・
学
芸
一
般
辞
典
）
等
で
あ
る
】、
当
時
と

し
て
は
、
き
わ
め
て
水
準
の
高
い
も
の
で
あ
っ
て
、
崋
山

の
世
界
知
識
の
集
大
成
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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自
筆
『
外
国
事
情
書
』
が
江
川
文
庫
に
秘
蔵
さ
れ
て
い

る
理
由
は
、
佐
藤
昌
介
著
『
渡
辺
崋
山
』（
日
本
歴
史
学

会
編
集
）
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
て
い
る
。

江
川
の
計
画
が
、
崋
山
の
逮
捕
に
よ
っ
て
挫
折
し
、

『
外
国
事
情
書
』
が
上
申
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
し
か
も
、
同
書
は
、

『
私
愚
存
に
て
は
、
御
返
し
遊
ば
さ
れ
候
儀
は
、
然
る

べ
か
ら
ず
と
存
じ
奉
り
候
』

と
い
う
斎
藤
の
意
見
に
し
た
が
っ
て
、
崋
山
の
も
と
に

は
返
却
さ
れ
な
か
つ
た
。
江
川
と
し
て
は
、
自
己
防
衛
上
、

止
む
を
得
ざ
る
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
江
川

の
計
画
が
挫
折
し
、『
外
国
事
情
書
』
の
上
申
が
中
止
の

や
む
な
き
に
至
っ
た
の
は
、
崋
山
の
逮
捕
に
と
も
な
う
偶

然
の
結
果
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は

な
く
、『
外
国
事
情
書
』
の
執
筆
者
が
崋
山
で
あ
る
こ
と

を
探
知
し
た
鳥
居
耀
蔵
が
、
江
川
を
暗
に
脅
迫
し
た
か
ら

で
あ
る
。
鳥
居
か
ら
み
れ
ば
、
崋
山
が
江
川
の
巡
見
復
命

書
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、『
諸
国
建
地
草
図
』
を
送
っ
て

助
言
し
、
あ
る
い
は
江
川
が
幕
府
に
上
申
す
る
は
ず
の
外

国
事
情
に
関
す
る
文
書
の
代
筆
を
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に

幕
政
介
入
に
等
し
い
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え

て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
蛮
社
の
獄
は
、
大
局
的
に

み
れ
ば
、
思
想
的
立
場
を
異
に
す
る
鳥
居
が
、
崋
山
お
よ

び
そ
の
同
志
を
陥
い
れ
よ
う
と
し
た
陰
謀
で
あ
っ
た
が
、

直
接
の
目
標
は
、
崋
山
の
手
に
な
る
『
外
国
事
情
書
』
の

上
申
を
は
ば
む
と
こ
ろ
に
お
か
れ
て
い
た
、
と
い
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
申
さ
れ
な
か
っ
た
崋
山
の
む
な

し
さ
と
と
も
に
、
国
を
思
う
危
機
感
と
世
界
状
況
の
綿
密

な
知
識
力
、
探
求
心
に
強
く
惹
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
研
究
会
の
底
本
は
、
江
川
文
庫
所
蔵
の
崋
山
自

筆
『
外
国
事
情
書
』
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
翻
刻
本
と
し

て
、
鹿
児
島
県
史
料
『
島
津
斉
彬
公
史
料
』
第
一
卷
（
昭

和
五
十
五
年
）
・
一
五
二
「
外
国
事
情
書
・
渡
辺
崋
山
・

天
保
十
五
年
」
が
あ
る
。
研
究
会
で
は
、
底
本
（
写
真
）

と
こ
の
鹿
児
島
県
史
料
本
を
校
合
し
て
研
究
を
試
み
た
の

で
、
そ
の
大
き
な
特
徴
を
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

鹿
児
島
県
史
料
本
に
は
、
定
本
十
二
丁
表
の
「
其
為
ス

所
ハ
此
方
一
向
宗
ノ
如
ク
仕
候
」
の
後
に
割
書
き
で
短
い

文
章
が
あ
る
（
省
略
）。
こ
の
文
章
は
日
本
思
想
大
系
五

十
五
、
佐
藤
昌
介
校
注
の
『
外
国
事
情
書
』
に
は
見
ら
れ

な
い
が
、
底
本
（
写
真
）
に
は
貼
紙
の
跡
が
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、鹿
児
島
県
史
料
本
が
本
来
の
形
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
底
本
は
鹿
児
島
県
史
料
本
に
比
べ
て
、
振
り
仮
名
、

説
明
仮
名
が
非
常
に
多
い(

非
常
に
多
く
つ
け
ら
れ
た
紙

面
と
少
な
い
紙
面
が
極
端
で
あ
る)

。
そ
の
他
の
異
同
は

あ
る
も
の
の
、
鹿
児
島
県
史
料
本
は
非
常
に
正
確
に
書
写

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

振
り
仮
名
、
説
明
仮
名
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
史
料

本
は
、
初
め
は
正
確
に
書
写
し
、
次
第
に
取
捨
選
択
し
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
崋
山
自
筆
の
『
外
国
事
情
書
』
に

は
当
初
か
ら
現
存
の
よ
う
な
振
り
仮
名
、
説
明
仮
名
が
つ

け
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
。
今
後
の
新

資
料
の
発
見
を
待
ち
た
い
。

今
回
は
、
日
本
思
想
大
系
五
十
五
、
佐
藤
昌
介
校
注
の

『
外
国
事
情
書
』
に
見
ら
れ
る
「
ひ
ら
が
な
」
の
振
り
仮

名
は
、
底
本
（
写
真
）
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
割
愛
し
た
。

ま
た
、
∠
は
わ
ず
か
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
省
略
し

た
。
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一
、
外
国
之
事
情
ヲ
捜
索
仕
候
処
、
外
国
ノ
義
ハ
一
地
球

チ

キ

ウ

〈
セ
カ
イ
〉
中
ニ
相
拘
リ
候
事

ニ
付
、
一
地
球

チ

キ

ウ

〈
セ
カ
イ
〉
諸
国
変
革
ヨ
リ
荒
々
奉
申
上
候
。
古
ハ
一
地
球
〈
セ
カ
イ
〉

ヲ
四
分
仕
、
亜ア

細ジ

亜ヤ

・
欧ヲ

ウ

邏ロ

巴ッ
パ

・
亜ア

弗フ

利リ

加カ

・
亜ア

墨メ

利リ

加カ

ト
定
候
処
、
又
亜ア

墨メ

利リ

加カ

ヲ
南

北
ニ
分
チ
、
五
大
州
ト
仕
、
其
後
見
出
之
諸
地
多
ク
相
成
、
四
方
無ク

残リ

審
明
仕
候
ニ
付
、

近
来
南
北
亜ア

墨メ

利リ

加カ

ヲ
一
州
ト
仕
、
大タ

イ

平ヘ
イ

海カ
イ

諸
島
ヲ
取
集
メ
、
是
ヲ
烏ア

烏ウ

斯ス

答タ

刺ラ

利リ
ー

ト
称

シ
、
五
大
州
ト
致
候
。

一
　
外
国
の
事
情
を
取
り
調
べ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
外
国
の
こ
と
は
、
全
世
界
と
関
係
が

あ
る
こ
と
な
の
で
、
世
界
全
体
に
つ
い
て
、
諸
国
変
革
の
こ
と
か
ら
、
概
略
を
申
し
上

げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
昔
は
世
界
を
四
つ
に
区
分
し
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ

リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
と
定
め
ま
し
た
が
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
を
南
北
に
分
け
て
、
五
大
州
と

よ
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
多
く
の
島
々
が
発
見
さ
れ
、
四
方
す
み
ず
み
ま
で

つ
ま
び
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
ち
か
ご
ろ
は
南
北
ア
メ
リ
カ
を
ふ
た
た
び
一
州
と
し
、

あ
ら
た
に
太
平
洋
上
の
島
々
を
ま
と
め
て
、
こ
れ
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
オ
セ
ア
ニ
ア

州
）
と
称
し
、
こ
れ
を
あ
わ
せ
て
五
大
州
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

右
五
大
州
ノ
内
、
亜ア

細ジ

亜ヤ

・
欧ヲ

ー

邏ロ

巴ッ
パ

ハ
山
ト
湖
ヲ
隔
テ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
候
得
者
、
一
州
ト

定
メ
候
テ
モ
可
然
地
勢
ニ
御
坐
候
。
此
二
州
ハ
人
民
諸
州
ニ
相
勝ス

グ

レ
候
得
共
、
亜ア

細ジ

亜ヤ

四

十
度
以
南
ノ
地
ハ
、
又
々
相
勝
レ
候
テ
、
最
古
ヨ
リ
教
化

キ
ウ
ク
ハ

〈
ヲ
シ
エ
〉
開
ケ
、
文ブ

ン

物ブ
ツ

〈
ミ

ヤ
ビ
タ
ル
モ
ノ
〉
盛サ

カ
リ

ニ
御
坐
候
。
右
ハ
□□

皇
国
・
唐
土
・
天
竺
・
百ペ

爾ル

西シ

亜ヤ

・
亜ア

刺ラ

皮ビ

亜ヤ

・
如シ

ュ
ー

徳ヂ

亜ヤ

等
ノ
国
々
ニ
御
坐
候
。
四
十
度
以
北
ノ
地
ハ
、
肉ニ

ク

ヲ
食
ヒ
、
皮カ

ワ

ヲ
着
シ
、
此

方
蝦エ

夷ゾ

ノ
如
ク
、
唐
山
ニ
テ
北ホ

ク

狄テ
キ

ト
鄙
シ
メ
候
通
ニ
御
坐
候
。
右
ハ
唯
今
ノ
独ド

ク

立リ
ツ

韃タ
ツ

旦タ
ン

・

蒙モ
ウ

古コ

・
満マ

ン

州ヂ
ウ

〈
古
ハ
北
高
海
以
東
、
満
州
迄
ヲ
韃
旦
ト
称
シ
候
得
共
、
其
間
数
十
部
落
有

之
候
処
、
右
三
部
ハ
後
来
顕
名
罷
成
候
ニ
付
、
今
時
ノ
勢
ヲ
以
テ
認
候
テ
、
惣
称
ハ
認
不

申
候
〉
等
、
及
欧
邏
巴
諸
国
ニ
御
坐
候
。

右
の
五
大
州
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
州
は
、
山
と
湖
を
堺
と
し
て
い
る

の
み
で
あ
っ
て
、
あ
わ
せ
て
一
州
と
し
て
も
、
地
勢
的
に
は
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
二
州
は
住
民
が
他
の
諸
州
に
比
べ
て
優
秀
で
あ
り
、
な
か
で
も
ア
ジ
ア
州
の
北
緯

四
十
度
以
南
の
地
は
ま
た
い
ち
だ
ん
と
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
最
古
の
時
代
か

ら
人
倫
の
道
が
ひ
ら
け
、
文
化
が
栄
え
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
国
々
は
、
日
本
・
唐

土
・
イ
ン
ド
・
ペ
ル
シ
ャ
・
ア
ラ
ビ
ア
・
そ
れ
に
ユ
ダ
ヤ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
四
十
度
以
北
の
地
は
、
肉
を
食
べ
、
皮
を
ま
と
い
、
い
っ
て
み
れ
ば
わ
が
国
の
蝦

夷
人
の
よ
う
で
あ
り
、
唐
土
の
人
が
北
狄
と
よ
ん
で
軽
蔑
し
た
の
も
、
も
っ
と
も
な
こ

と
で
す
。
こ
の
地
域
の
住
民
は
、
た
だ
い
ま
の
独
立
韃
旦
・
蒙
古
・
満
州
（
昔
は
カ
ス

ピ
海
以
東
、
満
州
ま
で
を
韃
旦
と
称
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
部
族
が
数
十
も
含

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
以
上
の
三
部
族
が
後
年
有
名
に
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は

現
勢
に
し
た
が
っ
て
、
三
部
族
の
名
を
あ
げ
、
総
称
は
し
た
た
め
ま
せ
ん
）
等
、
そ
れ

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
あ
り
ま
す
。

抑
高
北
海
以イ

東ト
ウ

〈
ヨ
リ
ヒ
ガ
シ
〉
ノ
人
種
ハ
〈
洋
人
共
、
コ
レ
ヲ
「
モ
ン
ゴ
ル
」
種
ト
モ
、

「
ダ
ル
ダ
リ
」
種
ト
モ
称
シ
、
□

皇
国
・
唐
土
迄
其
種
ニ
入
申
候
〉
黒
髪
黒
眼
ニ
テ
勇
力
有

之
、
車
馬
ヲ
以
テ
水
草
ヲ
逐
ヒ
、
移イ

住ヂ
ウ

〈
ウ
ツ
リ
ス
ム
〉
仕
、
高
北
海
以イ

西セ
イ

〈
ヨ
リ
ニ
シ
〉

ノ
人
種
ハ
〈
洋
人
コ
レ
ヲ
「
エ
チ
オ
ピ
ア
」
種
ト
称
シ
、
欧
邏
巴
諸
国
ハ
此
種
ニ
入
リ
申

候
〉
紅
毛
碧
眼
ニ
テ
機キ

知チ

〈
ワ
ル
チ
エ
〉
有
之
、
舟
楫
ヲ
操ト

リ
、
魚ギ

ョ

介カ
イ

〈
ウ
オ
カ
ニ
ノ
ル

イ
〉
ヲ
猟リ

ウ

シ
、
生
活

セ
イ
ク
ワ
ツ

〈
イ
キ
テ
イ
ル
〉
仕
候
。

が
ん
ら
い
北
高
海
（
カ
ス
ピ
海
）
以
東
の
人
種
は
〈
西
洋
人
の
説
で
は
、
こ
れ
を
モ
ン

ゴ
ル
種
と
も
、
タ
タ
ー
ル
種
と
も
称
し
、
日
本
人
も
唐
土
人
も
こ
の
種
に
分
類
さ
れ
て

い
ま
す
〉
黒
髪
・
黒
眼
で
、
勇
力
に
す
ぐ
れ
、
車
馬
を
も
っ
て
水
草
を
追
う
、
と
い
う

遊
牧
生
活
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
カ
ス
ピ
海
以
西
の
人
種
は
〈
西
洋

人
の
説
で
は
、
こ
れ
を
コ
ー
カ
サ
ス
種
と
名
づ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
人
種
は
こ
の

種
に
は
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
〉
紅
毛
・
碧
眼
で
、
機
知
に
富
み
、
舟
を
操
り
、
魚
介

類
を
猟
し
て
生
活
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

外

国

事

情

書

外

国

事

情

書



皆
深
雪
重
氷
ノ
地
故
、
飢
寒
ヲ
忍
ビ
、
身
命
ヲ
軽
ジ
候
処
ハ
、
同
様
ニ
御
坐
候
。
右
故
、

古
代
南
方
ハ
尊
ク
、
北
方
ハ
卑イ

ヤ
シ

ク
候
処
、
後
来
南
方
ノ
教ケ

ウ

化ク
ハ

〈
ヲ
シ
エ
〉
次
第
ニ
北
方
ニ

広
リ
、
唐
土
ノ
教
ハ
満マ

ン

州ヂ
ウ

・
蒙モ

ウ

古コ

等
諸
国
ニ
入
リ
、
即
チ
元
ノ
如
ク
、
清
ノ
如
ク
ニ
御
坐

候
。
如シ

ュ
ー

徳ヂ

亜ヤ

ノ
教
ハ
欧ヲ

ー

邏ロ

巴ッ
パ

ニ
入
リ
、
即
邪ジ

ャ

宗
〈
キ
リ
シ
タ
ン
〉
ニ
御
坐
候
。
亜ア

刺ラ

皮ビ

亜ヤ

・
印イ

ン

度ド

ノ
教
ハ
韃タ

ツ

旦タ
ン

ニ
入
、
即
チ
回フ

イ

々フ
イ

宗
〈
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
〉
・
喇ラ

嘛マ

宗
〈
仏
道
ノ
一

派
〉
ニ
御
坐
候
由
。
依
之
、
慓ヒ

ヤ
ウ

悍カ
ン

〈
ム
カ
フ
ミ
ズ
〉
詭キ

黠キ
ツ

〈
ヤ
マ
ギ
〉
ノ
俗
ハ
強
勇
深
智

ノ
国
ト
相
変
ジ
、
高
明
〈
タ
カ
イ
ガ
ク
モ
ン
〉
文
華
〈
ミ
ヤ
ビ
〉
ノ
地
ハ
疎
大
〈
シ
マ
リ

ナ
キ
〉
浮
弱
〈
ウ
ワ
キ
ナ
ヨ
ワ
ム
シ
〉
ノ
風
ト
相
成
候
故
カ
、

い
ず
れ
も
雪
が
深
く
、
氷
に
お
お
わ
れ
た
寒
冷
の
地
で
あ
る
た
め
、
飢
寒
を
し
の
び
、

身
命
を
軽
ん
じ
る
点
で
は
、
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
古
代
に
あ
っ

て
は
南
方
は
文
化
の
程
度
が
高
く
、
北
方
は
低
か
っ
た
わ
け
で
す
。
の
ち
に
な
る
と
、

南
方
の
文
化
が
し
だ
い
に
北
方
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
り
、
唐
土
の
教
え
が
満
州
・
蒙
古

等
の
諸
国
に
伝
わ
り
、
そ
の
影
響
で
元
が
お
こ
り
、
清
が
お
こ
り
ま
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
の

教
え
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
り
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ア
ラ
ビ
ヤ
、

イ
ン
ド
の
教
え
は
韃
旦
地
方
に
入
り
、
そ
こ
で
フ
イ
フ
イ
宗
（
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
）
・
ラ

マ
教
（
仏
道
の
一
派
）
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
む
こ
う
見
ず

で
、
あ
や
し
げ
な
習
俗
が
変
化
し
、
強
勇
で
知
力
の
優
れ
た
国
民
性
を
も
つ
よ
う
に
な

り
、
南
方
の
高
尚
な
文
化
の
発
達
し
た
地
域
は
、
逆
に
粗
大
で
浮
弱
な
風
俗
に
変
じ
た

せ
い
で
し
ょ
う
か
。

東ト
ウ

部ブ

〈
ヒ
ガ
シ
ノ
カ
タ
〉
ノ
蒙
古
・
満
州
ハ
唐
土
ヲ
併
セ
、
西
部
ノ
韃
ハ
亜ア

刺ラ

皮ビ

亜ヤ

・
那ナ

多ト

利リ

亜ヤ

・
如シ

ュ
ー

徳ヂ

亜ヤ

・
欧ヲ

ー

邏ロ

巴ッ
パ

ノ
厄ゲ

勒ロ

祭ジ

亜ア

〈
古
全
盛
ノ
地
〉
・
亜ア

弗フ

利リ

加カ

ノ
厄エ

日ジ
ッ

多ト

〈
古

教
化
ノ
地
〉
ヲ
併
セ
、
是
ヲ
杜ト

爾ル

格コ

国
ト
申
候
。
蒙
古
ノ
一
部
、
南
韃
〈
サ
マ
ル
カ
ン
〉

﹇
元
史
ニ
撒
馬
児
罕
ニ
作
リ
申
候
﹈
ニ
移
リ
候
者
ハ
、
五ゴ

印イ
ン

度ド

ヲ
併
セ
、
是
ヲ
大
莫モ

ン

臥ゴ

児ル

ト
称
シ
申
候
。「
モ
ン
ゴ
ル
」
ハ
、
即
蒙
古
ノ
由
ニ
御
坐
候
。
唯
今
ハ
此
「
大
モ
ン
ゴ
ル
」

モ
英イ

吉ギ

利リ

亜ス

・
払フ

郎ラ
ン

察ス

・
払ポ

ル

郎ト

機ガ
ル

ニ
拠
ラ
レ
候
而
、
北
ノ
方
山
附
ニ
移
住
仕
候
由
。
又
欧

邏
巴
諸
国
ハ
海
外
至
ラ
ザ
ル
隈ク

マ

〈
ス
ミ
〉
モ
無
之
、
四
大
州
諸
国
ヲ
押
領
候
得
バ
、
天
地

ノ
間
、
韃
旦
諸
部
ノ
国
ニ
無
之
ハ
、
大
抵
欧
邏
巴
洋
夷
〈
セ
イ
ヨ
ウ
ノ
エ
ビ
ス
〉
之
腥セ

イ

穢ワ
イ

〈
ク
サ
レ
タ
ナ
マ
グ
サ
イ
ニ
ヲ
イ
〉
ヲ
披カ

フ
ム

ラ
ザ
ル
モ
ノ
無
之
、

東
部
の
蒙
古
・
満
州
が
唐
土
を
併
合
し
、
西
部
の
韃
旦
は
ア
ラ
ビ
ア
、
ナ
タ
リ
ア
（
イ

エ
ス
降
誕
の
地
パ
レ
ス
チ
ナ
）、
ユ
ダ
ヤ
、
さ
ら
に
古
代
に
栄
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ギ

リ
シ
ア
、
古
代
文
明
の
発
祥
地
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
を
併
合
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
ト
ル
コ

と
い
う
国
で
あ
り
ま
す
。
蒙
古
の
一
部
で
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
﹇『
元

史
』
に
は
「
撒さ

馬ま

児る

罕か
ん

」
と
あ
り
ま
す
﹈
地
方
に
移
動
し
た
者
は
、
イ
ン
ド
全
域
を
征

服
し
、
そ
の
国
を
大
モ
ン
ゴ
ル
と
称
し
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
と
は
す
な
わ
ち
、
蒙
古
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
い
ま
で
は
こ
の
大
モ
ン
ゴ
ル
も
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
占
拠
さ
れ
て
、
北
方
の
山
麓
に
移
っ
た
と
き
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
海
外
の
至
る
と
こ
ろ
に
進
出
し
て
、
四
大
州
の
諸
国
の
領
土
を
侵

略
す
る
の
で
、
世
界
中
で
、
韃
旦
諸
部
族
の
国
で
な
け
れ
ば
、
た
い
て
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
の
征
服
地
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。

唯
□

皇
国
ノ
ミ
万
邦
顛
覆
ノ
中
ニ
独
立
仕
、
最
古
ヨ
リ
一
亳
ノ
汚
m

ウ

ト

ク

ヲ
受
ザ
ル
モ
ノ
、
一

地
球
中
、
nヒ

o
ク
ウ

〈
ナ
ラ
フ
〉
可
仕
者
更
無
之
、
誠
ニ
難
∠
有
義
ト
奉
存
候
。

右
之
通
、
天
下
古
今
之
変
ニ
テ
、
古
ノ
夷
狄
ハ
古
ノ
夷
狄
、
今
ノ
夷
狄
ハ
今
ノ
夷
狄
ニ
テ
、

古
ノ
夷
狄
ヲ
以
テ
、
今
ノ
夷
狄
ハ
難
制
奉
存
候
。

た
だ
わ
が
国
の
み
が
独
立
を
保
ち
、
古
来
い
ま
だ
外
国
の
支
配
を
う
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
こ
と
に
世
界
中
で
た
ぐ
い
の
な
い
国
と
い
う
べ
き
で
、
ま
こ
と
に
有
り
難

き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
世
界
の
歴
史
は
大
変
化
を
と
げ
、
古
代
の
夷
狄
は

古
代
の
夷
狄
、
近
代
の
夷
狄
は
近
代
の
夷
狄
で
あ
っ
て
、
お
な
じ
く
夷
狄
で
あ
っ
て
も
、

両
者
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
昔
の
夷
狄
の
観
念
に
と
ら

わ
れ
て
い
て
は
、
今
日
の
夷
狄
を
制
御
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

つ
づ
く
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重
要
文
化
財
　
文ぶ

ん

洪き
ょ
う

筆
言げ

ん

偃え
ん

像

（
孔
門
十
哲
像
の
内
）
菊き

く

池ち

五ご

山ざ
ん

賛

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

絹
本
著
色

縦
一
〇
二
・
九
㎝
　
横
三
六
・
九
㎝

賛
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
羽
の
鷄
（
に
わ
と
り
）
を
料
理
す
る

の
に
牛
刀
の
必
要
は
な
い
。
優
れ
た
才
能

の
持
ち
主
が
、
小
さ
な
邑
を
治
め
る
の
は

十
分
で
あ
る
。
孔
子
は
心
に
深
く
子
游
の

才
能
を
惜
し
ま
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
冗
談

に
言
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
千
年
も
後
に

生
ま
れ
た
私
も
ま
た
孔
子
の
言
に
一
言
を

加
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

子
游
は
姓
を
言
、
名
を
偃
、
字
を
子
游

と
い
い
ま
す
。
孔
門
十
哲
の
一
人
で
す
。

呉
ま
た
は
衛
の
国
の
人
で
孔
子
よ
り
四
十

五
歳
若
く
な
り
ま
す
。
魯
の
武
城
の
宰

（
長
官
）
を
勤
め
、
音
楽
に
よ
っ
て
人
々

を
教
化
し
て
、
孔
子
を
喜
ば
せ
ま
し
た

（
論
語
・
陽
貨
編
）。
ま
た
容
貌
が
醜
か
っ

た
の
で
、
は
じ
め
孔
子
は
信
頼
し
な
か
っ

た
が
、
そ
の
人
柄
を
知
っ
て
か
ら
は
、

「
言
葉
だ
け
で
人
を
見
て
、
子
羽
（
澹
台

滅
明
の
字
）
の
場
合
に
失
敗
し
た
」
と
言

っ
た
と
い
う
（
史
記
・
仲
尼
弟
子
列
伝
）、

澹
台
滅
明
（
た
ん
だ
い
め
つ
め
い
）
と
い

う
人
物
は
、
こ
の
時
の
部
下
で
し
た
。

画
を
描
い
た
の
は
文
洪
。
谷
文
晁
の
門

人
と
し
て
文
晁
の
弟
子
が
記
し
た
『
野
村

文
紹
手
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
い
う
人
物
か
は
は
っ
き
り
と
特
定
で

き
ま
せ
ん
。

賛
は
菊
池
五
山
。
漢
詩
人
、
漢
学
者
で
、

父
は
高
松
藩
（
松
平
氏
十
二
万
石
）
の
儒

者
菊
池
室
山
。
五
山
の
号
は
、
尊
敬
す
る

白
香
山
・
李
義
山
・
王
半
山
・
曾
茶
山
・

元
遺
山
と
い
う
五
人
の
中
国
詩
人
の
名
か

ら
き
て
い
ま
す
。
江
戸
で
活
躍
し
、『
五

山
堂
詩
話
』を
書
き
人
気
を
博
し
ま
す
が
、

「
書
画
番
付
騒
動
」
の
黒
幕
と
目
さ
れ
て
、

人
気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
八
十
一
歳

で
江
戸
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
小
説
家
菊

池
寛
は
、
菊
池
室
山
の
あ
と
を
継
い
だ
五

山
の
兄
守
拙
の
末
裔
に
な
り
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
昭
和
三
十
年
二
月
二
日

に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
渡
辺
崋
山

関
係
資
料
の
附
と
し
て
、
同
三
十
二
年
二

月
九
日
に
追
加
指
定
さ
れ
、
昭
和
五
十
三

年
三
月
二
十
四
日
に
歴
史
資
料
に
指
定
替

さ
れ
ま
し
た
。

崋
山
会
報
第
五
号
で
「
孔
子
像
」
を
紹

介
し
て
か
ら
、
十
哲
像
を
順
次
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
に
て
終
了
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田
原
市
博
物
館
学
芸
員

磯
部
奈
三
子

8

田
原
市
博
物
館

所
蔵
品
か
ら
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三
十
六
、

（
狂
歌
）

（
本
歌
）待

賢
門
院
堀
川

宵
か
ら
の
夫
婦
喧
嘩
に

長
か
ら
む
心
も
し
ら
ず
黒
髪
の

黒
髪
の

み
た
れ
て
今
朝
は
物
を
こ
そ
思
へ

ミ
た
れ
て
今
朝
ハ
も
の
を
こ
そ
思
へ

〈
百
人
一
首
・
八
○
〉

（
狂
歌
の
意
）

（
歌
意
）

昨
日
の
宵
か
ら
の
夫
婦
喧
嘩
の
た
め
に
、
せ

末
永
く
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
は
ず
の
あ
な

っ
か
く
の
黒
髪
が
乱
れ
て
、（
そ
の
黒
髪
の
乱

た
の
）
心
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、（
お

れ
る
よ
う
に
）
私
の
心
も
あ
れ
こ
れ
と
物
思

逢
い
し
て
別
れ
た
）
今
朝
、（
私
の
心
は
）
黒

い
に
悩
む
こ
と
で
す
。

髪
の
乱
れ
る
よ
う
に
（
千
々
に
乱
れ
て
）
あ
れ

こ
れ
と
物
思
い
に
悩
む
こ
と
で
す
。

（
鑑
賞
）

髪
は
、
古
今
東
西
変
わ
る
こ
と
の
な
い
女
の
い
の
ち
で
あ
る
。

髪
ゆ
え
に
起
こ
る
悲
劇
や
喜
劇
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
人
の
こ

の
世
に
あ
る
限
り
髪
へ
の
こ
だ
わ
り
の
消
え
る
こ
と
は
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
最
近
で
は
、

女
だ
け
で
は
な
く
、
男
も
ず
い
ぶ
ん
と
身
だ
し
な
み
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
髪
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
を
示
す
者
も
増
え
て
、
男
も
女
も
赤
毛
あ
り
、
青
毛
あ
り
、
金
髪
、
銀
髪
、
茶
髪
と
ま

さ
に
百
花
繚
乱
、
形
も
、
刈
り
込
み
あ
り
、
巻
き
毛
あ
り
、
長
髪
あ
り
、
尖
っ
た
も
の
あ
り
、
鳥

の
巣
の
よ
う
な
パ
ー
マ
あ
り
で
、
次
第
に
髪
が
人
間
の
自
然
の
姿
か
ら
離
れ
て
、
新
種
の
動
物
の

髪
に
で
も
変
化
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。「
化
粧
」
と
い
う
言
葉
は
文
字

通
り
よ
そ
お
い
化
け
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
昨
今
で
あ
る
。

本
歌
の
髪
も
、
狂
歌
の
髪
も
、
髪
そ
の
も
の
は
そ
う
し
た
作
ら
れ
た
髪
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も

本
来
の
黒
髪
で
あ
る
。
本
歌
の
黒
髪
は
、
大
垂
髪
（
お
お
す
べ
ら
か
し
）
と
い
い
、
女
性
が
立
て

ば
長
く
垂
れ
て
背
丈
に
な
お
余
っ
て
衣
の
裾
に
残
っ
て
い
る
程
の
長
い
黒
髪
で
あ
る
。
先
は
き
ち

ん
と
切
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
お
り
、
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
美
人
と
し
て
の
条
件
に
叶
う
と
さ
れ
て
い

た
。『
百
人
一
首
』
な
ど
に
描
か
れ
た
女
性
の
背
後
に
黒
々
と
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
歌
は
、
そ
の
黒
髪
の
み
だ
れ
を
こ
こ
ろ
の
み
だ
れ
の
比
喩
と
し
て
、
黒
髪
が
み
だ
れ
る
よ
う

に
後
朝
（
き
ぬ
ぎ
ぬ
）
の
、
女
ご
こ
ろ
の
複
雑
に
み
だ
れ
る
さ
ま
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
今
朝
か
ら

は
頼
り
と
す
べ
き
男
は
こ
の
男
と
心
に
決
め
な
が
ら
も
、
男
の
気
持
ち
を
測
り
か
ね
て
不
安
に
な

っ
て
い
る
女
性
心
理
が
み
ご
と
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
狂
歌
の
方
の
黒
髪
は
、
も
ち
ろ
ん
平
安
時
代
の
よ
う
な
長
い
髪
で
は
な
い
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
女
性
の
髪
型
は
、
一
般
の
人
は
大
島
田
と
か
高
島
田
と
か
小
枝
島
田
と
か

丸
髷
と
か
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
崋
山
の
『
校
書
図
』
の
女
性
の
髪
型
を
見
て
も
わ
か

る
。
ち
な
み
に
『
校
書
図
』
の
女
性
の
髪
型
は
高
島
田
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
狂
歌
の
黒
髪
は
、
そ
れ
ら
の
髪
型
の
い
ず
れ
か
で
は
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
そ
ん
な
に
き

ち
ん
と
結
っ
た
黒
髪
で
は
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
庶
民
の
日
常
が
彷
彿
と
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
乱
れ

た
髷
髪
姿
を
想
像
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な
姿
の
女
将
さ
ん
が
、
宵
の
う
ち
か
ら
夫

と
激
し
く
夫
婦
げ
ん
か
を
し
て
い
る
姿
は
当
に
狂
歌
に
ぴ
っ
た
り
の
世
界
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

「
黒
髪
の
ミ
た
れ
て
」
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
、
と
っ
く
み
あ
い
の
喧
嘩
の
た
め
に
せ
っ
か
く
苦
労

し
て
結
っ
た
黒
髪
が
こ
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
て
、
実
に
直
接
的
描
写
で
あ
る
。

従
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
「
黒
髪
の
み
だ
れ
て
」
と
詠
っ
て
も
、
本
歌
と
狂
歌
の
間
の
「
黒
髪
の

み
だ
れ
」
に
は
、
天
と
地
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
違
い
が
、
本
歌
の
場
合
は
、「
け

さ
」
の
「
物
思
い
」
を
妖
艶
な
美
し
さ
さ
え
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
、
狂
歌
の
場
合
は
逆
に
、「
け

さ
」
の
「
物
思
い
」
を
「
も
う
こ
れ
っ
き
り
こ
の
人
な
ん
か
と
は
別
れ
て
し
ま
お
う
か
し
ら
ん
」
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な
ど
と
思
い
悩
む
喧
嘩
の
後
の
女
性
の
惨
め
な
物
思
い
な
ど
を
想
像
さ
せ
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
、

狂
歌
的
な
笑
い
や
ペ
ー
ソ
ス
を
生
む
の
で
あ
る
。

「
黒
髪
の
み
た
れ
て
今
朝
は
物
を
こ
そ
思
へ
」
か
ら
夫
婦
喧
嘩
の
場
面
を
想
像
す
る
と
こ
ろ
に
崋

山
の
狂
歌
的
着
想
の
よ
さ
が
あ
る
。

三
十
七
、

行
燈
も

（
狂
歌
）

（
本
歌
）左

京
大
夫
顕
輔

行
燈
も
な
き
貧
乏
の
あ
ハ
れ
家
ハ

秋
風
に
た
な
び
く
雲
の
た
え
間
よ
り

も
れ
出
る
月
の
か
け
の
さ
や

も
れ
い
づ
る
月
の
か
げ
の
さ
や
け
さ

け
さ

〈
百
人
一
首
・
七
九
〉

（
狂
歌
の
意
）

（
歌
意
）

行
燈
も
な
い
貧
乏
の
あ
ば
ら
家
は
射
し
こ
ぼ

秋
風
に
よ
っ
て
た
な
び
い
て
い
る
雲
の
切
れ
間

れ
て
く
る
月
の
光
り
の
何
と
清
ら
か
で
あ
る

か
ら
射
し
こ
ぼ
れ
て
く
る
月
の
光
り
の
何
と
清

こ
と
よ
。

ら
か
で
あ
る
こ
と
よ
。

（
鑑
賞
）

本
歌
は
、
秋
の
夜
の
雲
の
切
れ
間
か
ら
漏
れ
る
月
の
光
の
さ
わ
や

か
さ
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
す
が
す
が
し
い
秋
の
月
夜
の
空
気

さ
え
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
叙
景
歌
で
あ
る
。
狂
歌
は
、
そ
の
下
の
句
「
も
れ
い
づ
る
月
の
か
げ
の

さ
や
け
さ
」
を
本
歌
取
り
し
た
も
の
で
、
同
じ
く
す
が
す
が
し
い
秋
の
月
夜
の
さ
わ
や
か
さ
を
詠

ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
月
の
光
の
射
す
と
こ
ろ
を
「
行
燈
も
な
き
貧
乏
の
あ
ハ
れ
家
」
と
ち
ょ
っ

と
ば
か
り
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
庶
民
の
笑
い
と
ペ
ー
ソ
ス
を
誘
う
狂
歌
に
仕
立
て
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。

崋
山
は
田
原
藩
と
い
う
一
小
藩
の
家
老
職
に
あ
る
立
派
な
武
士
で
あ
る
が
、
狂
歌
の
世
界
で
は
い

つ
も
、
貧
し
い
者
、
お
金
や
生
活
に
苦
し
む
者
な
ど
広
く
庶
民
の
味
方
で
あ
り
、
よ
き
理
解
者
で

あ
る
。
一
方
で
は
、
格
調
高
く
、
厳
し
い
姿
勢
で
藩
政
に
取
り
組
む
為
政
者
と
し
て
の
目
を
以
て

世
の
中
を
見
据
え
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
こ
う
し
た
飾
る
と
こ
ろ
な
く
あ
り
の
ま
ま
の
庶
民

的
な
目
を
以
て
、
あ
た
た
か
く
優
し
く
人
間
生
活
の
あ
り
の
ま
ま
を
捉
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
心

の
広
さ
を
備
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
崋
山
の
あ
り
ざ
ま
は
、
今
後
と
も
大
い
に
注
目
さ
れ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

三
十
八
、

か
け
乞
に

（
狂
歌
）

（
本
歌
）源

　
兼
昌

か
け
乞
に
門
た
ゝ
か
れ
て
年
の
暮

淡
路
島
か
よ
ふ
千
鳥
の
な
く
声
に

い
く
よ
ね
さ
め
ぬ
す
ま
の
関
守

幾
夜
ね
ざ
め
ぬ
須
磨
の
関
守

〈
百
人
一
首
・
七
八
〉

（
狂
歌
の
意
）

（
歌
意
）

借
金
取
り
に
門
を
叩
か
れ
て
、
年
の
暮
に
須

淡
路
島
へ
向
か
っ
て
飛
び
通
う
千
鳥
の
鳴
く
声

磨
の
関
守
は
幾
夜
寝
ら
れ
ず
に
目
を
さ
ま
し

に
よ
っ
て
磨
の
関
守
は
行
く
よ
寝
ら
れ
ず
に
目

た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

を
さ
ま
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

（
鑑
賞
）

本
歌
の
主
題
は
、
歌
枕
と
し
も
有
名
な
須
磨
の
関
で
千
鳥
を
聴

く
感
慨
を
詠
っ
た
も
の
で
、『
源
氏
物
語
』
の
「
須
磨
」
の
巻
な
ど

が
想
起
さ
れ
る
歌
で
あ
る
。

狂
歌
は
そ
の
本
歌
の
下
の
句
「
幾
夜
ね
ざ
め
ぬ
須
磨
の
関
守
」
を
本
歌
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
じ
「
須
磨
」
の
巻
が
想
起
さ
れ
る
に
し
て
も
、
こ
の
狂
歌
の
場
合
、
借
金
取
り
に
悩
ま
さ
れ
る

大
晦
日
の
須
磨
の
関
守
を
想
起
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
と
も
変
わ
っ
て
い
て
面
白
い
。
そ
も
そ



も
、
常
に
は
い
か
め
し
い
貌
で
須
磨
の
関
を
守
っ
て
い
る
関
守
が
、
実
は
大
晦
日
の
日
に
は
借
金

取
り
に
門
を
叩
か
れ
て
弱
り
切
っ
て
い
る
な
ど
と
「
う
が
ち
」
を
効
か
せ
て
、
笑
い
を
引
き
出
す

な
ど
は
、
な
か
な
か
思
い
つ
き
に
く
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

三
十
九
、

ゆ
ふ
の
ふ
を

（
狂
歌
）

（
本
歌
）崇

徳
院

ゆ
ふ
の
ふ
を
し
た
る
娘
の
間
男
に

瀬
を
は
や
み
岩
に
せ
か
る
る
滝
川
の

わ
れ
て
も
す
へ
に
逢
ん
と
そ
思
ふ

わ
れ
て
も
末
に
あ
は
ん
と
ぞ
思
ふ

〈
百
人
一
首
・
七
七
〉

（
狂
歌
の
意
）

（
歌
意
）

結
納
を
交
わ
し
た
娘
が
間
男
を
し
た
が
、
別

瀬
が
早
い
の
で
、
岩
に
せ
き
と
め
ら
れ
る
急
流

れ
て
も
ま
た
末
に
は
あ
の
娘
と
逢
お
う
と
思

が
（
二
つ
に
分
か
れ
て
も
ま
た
再
び
合
う
）
よ

う
。

う
に
、（
私
た
ち
も
、
今
は
仲
が
裂
か
れ
て
も
）

行
く
末
、
き
っ
と
ま
た
逢
お
う
と
思
う
。

（
鑑
賞
）

本
歌
は
、
恋
す
る
二
人
の
一
途
な
情
熱
を
激
流
に
喩
え
て
詠
っ

た
恋
の
歌
で
あ
る
。「
わ
れ
て
も
末
に
あ
は
ん
と
ぞ
思
ふ
」
に
は
、

そ
の
一
途
な
気
迫
、
愛
の
激
し
さ
が
つ
よ
く
感
得
さ
れ
る
。

狂
歌
は
、
同
じ
恋
の
歌
で
も
、
ぐ
っ
と
変
わ
っ
て
、
情
け
な
い
男
の
嘆
き
と
、
諦
め
き
れ
な
い

男
の
情
念
が
込
め
ら
れ
た
歌
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
結
納
を
交
わ
し
た
娘
が
間
男
を
し
て
、
別

れ
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
場
面
設
定
は
複
雑
で
あ
る
が
、
飛
ん
で
る
娘
と
、
そ

の
娘
を
自
分
の
と
こ
ろ
に
つ
な
ぎ
止
め
ら
れ
な
い
で
い
る
み
じ
め
な
男
と
の
対
比
が
、
何
と
も
笑

え
な
い
お
か
し
さ
と
ペ
ー
ソ
ス
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

四
十
、

ど
ろ
ぼ
う
（
を
）

（
狂
歌
）

（
本
歌
）

法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

ど
ろ
ぼ
う
（
を
）
と
り
そ
こ
な
い
し
し

わ
た
の
原
こ
ぎ
い
で
て
み
れ
ば
久
方
の

ゃ
れ
る
ら
ん

雲
ゐ
に
ま
が
ふ
沖
つ
白
波

雲
井
に
ま
か
ふ
沖
津
し
ら
な
ミ

〈
百
人
一
首
・
七
六
〉

（
狂
歌
の
意
）

（
歌
意
）

泥
棒
を
捕
ら
え
損
な
っ
て
粋
に
気
取
っ
て
い

は
る
か
大
海
原
に
、
舟
を
こ
ぎ
出
し
て
（
あ
た

る
よ
う
だ
。
天
の
雲
と
間
違
え
そ
う
な
所
ま

り
を
）
見
わ
た
す
と
、（
一
面
に
）
天
の
雲
と

で
離
れ
て
し
ま
っ
た
沖
の
白
波
（
泥
棒
）
で

間
違
え
そ
う
な
沖
の
白
波
で
あ
る
こ
と
よ
。

あ
る
こ
と
よ
。

（
鑑
賞
）

本
歌
は
、「
海
上
遠
望
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た
題
詠
歌
で
あ
る
。

大
海
原
の
か
な
た
に
、
波
と
も
雲
と
も
分
か
ら
ぬ
ほ
ど
に
見
え
る

沖
の
波
の
様
子
が
お
お
ら
か
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

狂
歌
は
、
そ
の
本
歌
の
下
の
句
「
雲
ゐ
に
ま
が
ふ
沖
つ
白
波
」
を
本
歌
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
歌
か
ら
泥
棒
が
連
想
さ
れ
た
の
は
、「
白
波
」
と
い
う
表
現
か
ら
で
、
歌
舞
伎
で
は
『
白
波

五
人
男
』
な
ど
よ
く
上
演
さ
れ
た
が
、
こ
の
「
白
波
」
は
泥
棒
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

「
し
ゃ
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
粋
に
気
取
る
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
、
泥
棒
を
取
り
逃
が
し
て
し
ま
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
な
っ
て
強
が
り
得
意
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。「
雲

ゐ
に
ま
が
ふ
沖
つ
白
波
」
と
い
う
の
は
、
は
る
か
か
な
た
に
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
泥
棒
よ
と

い
う
こ
と
で
、
泥
棒
を
前
に
し
て
は
、
意
気
地
の
無
か
っ
た
者
が
、
後
に
な
っ
て
妙
に
粋
が
っ
て

い
る
よ
う
す
が
、
何
と
も
滑
稽
で
笑
い
を
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

研
究
会
員
　
山
田
哲
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崋
山
の
田
原
行
（
一
）

田
原
蟄
居
を
含
め
、
崋
山
は
、
生
涯
五
回
田
原
に
来
て

い
ま
す
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
四
回
目
の
田
原
来

訪
の
様
子
を
、
崋
山
は
、
次
の
日
記
に
詳
し
く
書
き
記
し

て
い
ま
す
。

・
『
全
楽
堂
日
録
』
二
月
一
日
〜
二
十
二
日

・
『
客
参
録
』

二
月
二
十
三
日
〜
四
月
十
四
日

・
『
参
海
雑
志
』

四
月
十
五
日
〜
二
十
五
日

崋
山
は
、
こ
の
旅
の
目
的
を
、「
御
系
譜
の
御
用
、
巣

鴨
老
候
の
三
河
志
の
御
用
を
か
ね
て
」
と
『
参
海
雑
志
』

に
記
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）、

海
防
掛
と
な
っ
た
崋
山
に
と
っ
て
は
、
こ
の
「
か
ね
て
」

と
い
う
言
葉
の
な
か
に
、「
田
原
藩
の
海
防
の
現
状
を
知

ら
な
け
れ
ば
海
防
は
で
き
な
い
、
こ
の
さ
い
田
原
藩
の
海

岸
防
備
の
視
察
を
し
よ
う
」
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
後
に
書
か
れ
た

『
再
稿
西
洋
事
情
書
』
の
「
西
洋
諸
番
之
事
情
を
捜
索
仕

候
義
は
、
実
に
今
時
の
急
務
と
奉
存
候
」
や
、『
慎
機
論
』

の
「
兵
備
は
敵
情
を
審
に
せ
ざ
れ
ば
、
策
謀
の
l
て
生
ず

る
所
な
き
」
と
い
う
理
由
か
ら
外
国
事
情
の
研
究
を
始
め

た
と
い
う
記
述
を
見
れ
ば
、
田
原
の
実
情
を
あ
ま
り
目
に

し
た
こ
と
が
な
い
だ
け
に
、
国
元
の
様
子
を
知
り
た
か
っ

た
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
か
ら
、
前
記
三
冊
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
崋
山

の
田
原
来
訪
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）、
崋
山
三
十
八
歳
か
ら
の

こ
と
が
書
か
れ
た
日
記
で
す
。
後
半
部
分
に
、「
己
下
征

参
録
」
と
あ
り
、
天
保
四
年
一
月
十
八
日
か
ら
の
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
江
戸
出

立
か
ら
東
海
道
を
下
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

本
編
に
入
る
前
に
こ
の
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
東
海
道
の

宿
駅
等
に
つ
い
て
は
、「
東
海
道
超
巨
大
ス
ク
ロ
ー
ル
マ

ッ
プ
集
」（http://w

w
w
3.cnet-ta.ne.jp/o/okam

oto/s-

m
ap.htm

）
に
分
か
り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

学
問
の
師
・
佐
藤
一
斎
の
も
と
を
訪
れ
、
旅
立
ち
の
あ

い
さ
つ
を
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
二
十
一
日
ま
で
に
、

知
人
の
も
と
を
訪
れ
、
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
時

に
は
杯
を
交
わ
し
、
旅
の
心
得
を
聞
く
等
、
別
れ
を
惜
し

む
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
旅
行
が
、
今

以
上
に
大
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
二

十
一
日
の
条
に
は
、
友
信
か
ら
餞
別
を
賜
っ
た
こ
と
も
書

か
れ
て
い
ま
す
。

「
お
江
戸
日
本
橋
七
つ
立
ち
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
代
の
出

立
が
早
立
ち
で

あ
る
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
午
前

二
時
に
予
約
し

た
迎
え
の
馬
が

来
な
い
の
で
、

崋
山
は
、
出
立

を
家
廟
と
母
に

告
げ
、
午
前
六

時
、
出
立
し
ま

す
。
驚
く
べ
き

12

保永堂版東海道五十三次　日本橋

渡辺崋山筆　客参録



こ
と
に
、
前
日
帰
宅
し

た
の
は
、
午
前
〇
時
で

す
。川

崎
宿
ま
で
藩
士
の

見
送
り
を
う
け
、
宴
を

催
し
、
別
れ
ま
す
。
こ

の
間
、
海
苔
の
製
法
に

詳
し
い
大
森
の
浜
川

（
品
川
区
南
大
井
）
の

森
田
屋
勇
次
郎
を
訪

れ
、
海
苔
の
製
造
方
法

を
教
え
て
も
ら
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
一

月
十
九
日
の
条
に
、

「
堀
の
内
作
太
夫
来
、

海
苔
製
法
の
事
を
た
の

ミ
し
に
、
大
森
浜
川
の

森
田
某
に
頼
遣
す
」と
、

予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
戸
塚
宿

の
麹
屋
に
泊
ま
り
ま

す
。

天
保
三
年
五
月
、
崋
山
は
、
年
寄
役
に
就
き

ま
す
が
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
仕
事
が
、
紀
州

難
破
船
貨
物
横
領
事
件
で
す
。
紀
州
藩
の
難
破

船
が
国
元
の
赤
羽
根
に
漂
着
し
た
時
に
、
地
元

の
人
が
そ
の
積
荷
を
盗
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

賠
償
を
求
め
る
紀
州
藩
に
対
し
、
崋
山
は
、
幕

閣
を
は
じ
め
東
奔
西
走
し
、
少
し
の
弁
済
金
で

こ
の
事
件
を
解
決
し
ま
す
。
こ
の
旅
の
時
は
、

ま
だ
こ
の
問
題
が
解
決
し
て
お
ら
ず
、
一
月
二

十
日
の
条
に
、「
こ
れ
迄
難
船
の
事
に
骨
を
く
だ

き
心
を
苦
し
め
、
ひ
た
ぶ
る
に
百
姓
の
苦
難
を

救
ん
と
思
ひ
し
に
、
事
半
に
し
て
御
召
に
し
た

が
ふ
事
、
心
な
ら
ざ
れ
ど
も
思
ひ
す
つ
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
田
原
来
訪
は
、
こ
の
事
件
も
関
係
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

は
、
こ
の
日
、
気
分
が
悪
い
の
に
、
鎌
倉
の
浄

智
寺
ま
で
行
き
、
事
件
解
決
の
頼
み
ご
と
を
す

る
た
め
に
、
同
寺
で
一
泊
す
る
か
ら
で
す
。

浄
智
寺
と
は
、
北
条
氏
が
創
建
し
、
夢
窓
国

師
も
い
た
寺
で
、
東
慶
寺
の
南
東
、
円
覚
寺
の

南
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

崋
山
来
訪
を
聞
い
た
円
覚
寺
の
住
職
が
浄
智

寺
に
来
て
、
崋
山
に
絵
を
求
め
、
歓
談
し
ま
す
。

な
お
、
鎌
倉
に
至
る
道
順
が
、「
天
王
橋
と
い
う
川
に

そ
ひ
て
南
に
入
る
。
倉
田
、
長
沼
等
い
え
る
所
を
過
ぐ
。」

「
巨
幅
路
谷
村
」「
円
覚
寺
の
北
門
に
達
す
。」
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
崋
山
は
、
戸
塚
宿
か
ら
鎌

倉
道
を
通
り
、
巨
福
路
坂
の
切
通
し
を
通
り
、
鎌
倉
に
入

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鎌
倉
道
と
は
、
鎌
倉
街
道
と
は
別
で
、
江
戸
時
代
は
浦

賀
道
と
呼
ば
れ
「
浦
賀
道
見
取
絵
図
」
に
描
か
れ
た
道
と

い
う
こ
と
が
、
「
東
海
道
分
間
延
絵
図
を
歩
く
」

（http://kentaza.hp.infoseek.co.jp/K
A
M
A
K
U
R
A
/K

A
M
A
K
U
R
A
.H
T
M

）
に
あ
り
ま
し
た
。
同
ペ
ー
ジ
は
、

製
作
者
が
実
際
に
歩
い
た
道
順
や
景
観
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
現
在
の
街
道
の
様
子
を
し
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同

ペ
ー
ジ
に
、【
相
模
国
風
土
記
稿
】
と
し
て
、
以
下
の
こ

と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
数
字
は
漢
字
に
変
換
）

上
倉
田
村

江
戸
よ
り
行
程
十
里
八
町
余
　
民
戸
四

十
七

下
倉
田
村

江
戸
よ
り
行
程
十
一
里
　
戸
数
四
十
八

長
沼
村
　

江
戸
よ
り
行
程
十
里
十
七
町
　
民
戸
三

十
三

小
袋
谷
村

江
戸
よ
り
行
程
十
二
里
余
（
略
）
民
戸

二
十
五
外
長
吏
三
戸

（
続
）

研
究
会
員
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田
原
城
は
、
戦
国
時
代
初
期
の
文
明
十

二
年
（
一
四
八
〇
）
頃
に
、
戸
田
弾
正
左

衛
門
尉
宗
光
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
ま
し

た
。
戸
田
氏
は
五
代
六
十
八
年
間
、
田
原

城
を
拠
点
と
し
ま
す
。
築
城
当
時
、
東
側

か
ら
北
周
り
に
西
側
に
か
け
て
海
に
面

し
、
巴
型
に
水
掘
を
張
り
巡
ら
せ
て
主
郭

を
守
っ
た
。
戸
田
氏
は
三
河
湾
全
域
の
支

配
を
考
え
、
街
道
沿
い
の
豊
橋
（
当
時
は

二
連
木
城
）
で
は
な
く
海
に
面
し
た
田
原

城
を
本
拠
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
田
原
城
は
、
戦
乱
の
中
、
駿

河
の
今
川
氏
の
城
代
が
四
代
十
九
年
間
、

松
平
元
康
（
家
康
）
の
家
臣
本
多
氏
が
二

代
二
十
六
年
間
、
在
城
し
ま
し
た
が
、
豊

臣
秀
吉
に
よ
る
家
康
の
関
東
移
封
に
よ

り
、
本
多
氏
も
関
東
に
移
っ
た
た
め
、
吉

田
城
主
池
田
輝
政
の
家
臣
伊
木
清
兵
衛
が

田
原
城
代
と
な
り
ま
し
た
。
現
存
す
る
田

原
城
の
遺
構
の
ほ
と
ん
ど
は
天
正
の
終
わ

り
か
ら
文
禄
に
か
け
て
、
伊
木
清
兵
衛
に

よ
っ
て
、
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

関
が
原
の
戦
い
後
、
伊
豆
下
田
よ
り
戸

田
土
佐
守
尊
次
が
禄
高
一
万
石
で
移
封
さ

れ
、
三
代
治
め
ま
す
が
、
寛
文
四
年
（
一

六
六
四
）
以
来
十
二
代
二
百
六
年
間
は
三

宅
氏
が
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

廃
藩
置
県
後
の
明
治
五
年
（
一
八
七

二
）、
田
原
城
の
建
物
一
切
が
、
解
体
撤

去
さ
れ
、
田
原
城
は
そ
の
歴
史
を
閉
じ
ま

し
た
。

本
丸
に
は
巴
江
神
社
が
建
て
ら
れ
て
お

り
、
北
西
の
土
塁
は
残
存
し
、
本
丸
と
二

の
丸
の
間
に
は
、
人
工
的
に
土
を
か
き
上

げ
た
空
堀
及
び
土
塁
に
中
世
城
郭
の
名
残

が
見
ら
れ
ま
す
。
三
の
丸
は
護
国
神
社
、

各
種
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
虎

口
は
既
に
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
堀
は

良
好
に
残
存
し
、
西
端
に
一
部
大
規
模
な

土
塁
と
空
堀
が
残
存
し
て
い
ま
す
。
腰
曲

輪
は
公
共
機
関
や
私
有
宅
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
桜
門
は
廃
城
前
の
写
真
を
基
に
し

て
平
成
５
年
に
復
元
さ
れ
、
そ
の
時
、
石

垣
は
積
み
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
水
堀
は

桜
門
南
側
か
ら
見
て
、
右
が
袖
池
で
、
旧

状
を
残
し
て
い
ま
す
。
平
成
五
年
に
は
二

の
丸
跡
に
田
原
市
博
物
館
が
建
設
さ
れ
、

城
跡
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
惣

門
跡
に
は
石
垣
が
見
ら
れ
、
隣
接
し
て
、

防
災
倉
庫
「
田
原
市
報
民
倉
」
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

渡
辺
崋
山
が
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

に
田
原
を
訪
れ
た
際
に
、
田
原
城
周
辺
を

ス
ケ
ッ
チ
し
、『
客
参
録
』
と
し
て
残
し

て
い
ま
す
。

田
原
市
博
物
館
学
芸
員
　
鈴
木
利
昌

14

田原城桜門 会所在北郭内 新倉会所之庭
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　代 　　　氏　　　名 城主在任期�

初　代 戸田弾正左衛門尉宗光 1480～1499�

二　代 戸田弾正忠憲光 1499～1509�

三　代 戸田左近尉政光 1509～1526�

四　代 戸田弾正少弼宗光 1526～1542�

五　代 戸田孫四郎堯光 1542～1547�

�

 天野安芸守景貫 1547頃�

 朝比奈肥後守元智 1548頃�

 岡部石見守輝忠 1561頃�

 朝比奈肥後守元智 1562～1565�

 本多豊後守広孝 1565～1577�

 本多彦次郎康重 1577～1590�

 伊木清兵衛忠次 1590～1601�

�

初　代 戸田土佐守尊次 1601～1615�

二　代 戸田因幡守忠能 1615～1647�

三　代 戸田伊賀守忠治 1647～1664

　代 　氏　　　名 城主在任期�

初　代 三宅土佐守康勝 1664～1687�

二　代 三宅備前守康雄 1687～1726�

三　代 三宅備後守康徳 1726～1745�

四　代 三宅備前守康高 1745～1755�

五　代 三宅備後守康之 1755～1780�

六　代 三宅備前守康武 1780～1785�

七　代 三宅能登守康邦 1785～1792�

八　代 三宅備前守康友 1792～1809�

九　代 三宅対馬守康和 1809～1823�

十　代 三宅備前守康明 1823～1827�

十一代 三宅土佐守康直 1827～1850�

十二代 三宅備後守康保 1850～1869

やすかつ

やすを

やすのり

やすたか

やすゆき

やすたけ

やすくに

やすとも

やすかず

やすてる

やすなお

やすもち

むねみつ

のりみつ

まさみつ

　　　　むねみつ

たかみつ

かげつら

　　　　もとさと

てるただ

ひろたか

やすしげ

ただつぐ

たかつぐ

ただよし

ただはる



九
月
十
五
日
〜
十
月
二
十
二
日

秋
の
企
画
展
「
福
田
半
香
展
」（
企
画
展
示
室
）

同
時
開
催
　
渡
辺
崋
山
と
弟
子
た
ち

（
特
別
展
示
室
）

三
月
二
十
三
日
〜
五
月
十
日

春
の
企
画
展
「
岡
田
虎
二
郎
と
中
原
悌
二
郎

展
〜
悌
二
郎
を
め
ぐ
る
作
家
た
ち
」

（
企
画
展
示
室
）

同
時
開
催
　
渡
辺
崋
山
と
椿
椿
山

（
特
別
展
示
室
）

十
月
二
十
七
日
〜
十
二
月
十
日

渡
辺
崋
山
〜
水
墨
の
妙
（
特
別
展
示
室
）

田
原
の
歴
史
〜
田
原
藩
（
企
画
展
示
室
１
）

渥
美
半
島
を
描
く

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ

（
企
画
展
示
室
２
）

十
二
月
十
四
日
〜
二
月
四
日

渡
辺
崋
山
の
家
族
〜
渡
辺
如

山
没
後
百
七
十
年

（
特
別
展
示
室
）

田
原
の
歴
史
〜
市
指
定
文
化
財
を
中
心
に

（
企
画
展
示
室
１
）

田
原
の
歴
史
〜
川
地
遺
跡
（
企
画
展
示
室
２
）

二
月
八
日
〜
三
月
十
八
日

渡
辺
崋
山
・
椿
椿
山
の
描
く
肖
像
画

（
特
別
展
示
室
）

陶
磁
器
―
幽
幻
の
美
を
求
め
て

（
企
画
展
示
室
１
）

ひ
な
人
形
展

（
企
画
展
示
室
２
）

常
設
展
示
室
で
は
渡
辺
崋
山
の
生
涯
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

民
俗
資
料
館
で
は
田
原
の
暮
ら
し
を
中
心
に

展
示
し
て
い
ま
す
。

赤
羽
根
文
化
会
館
展
示
室
で
も
所
蔵
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

企
画
展

一
　
般
　
秋
　
六
〇
〇
円
（
四
八
〇
円
）

春
　
七
〇
〇
円
（
五
六
〇
円
）

平
常
展

一
　
般
　
　
　
二
一
〇
円
（
一
六
〇
円
）

小
中
生
　
　
　
一
〇
〇
円
（
八
〇
円
）

（

）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
の
料
金

毎
週
月
曜
日
は
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日

十
月
二
十
一
日
〜
十
一
月
二
十
六
日

特
別
展
「
渥
美
半
島
を
描
く
」企

画
展
示
室
ほ
か

記
念
講
演
会

演
題
「
渥
美
半
島
・
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

講
師：

道
家
珍
彦
（
白
士
会
委
員
）

日
時：

１１
月
１２
日
（
日
）
午
前
１０
時
３０
分
〜

会
場：

渥
美
文
化
会
館
大
会
議
室

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

講
師：

道
家
珍
彦
（
白
士
会
委
員
）

日
時：

１０
月
２１
日
（
土
）
午
後
１
時
３０
分
〜

会
場：

渥
美
郷
土
資
料
館

展
示
解
説

日
時：

１１
月
３
日
（
祝
）
午
後
１
時
３０
分
〜

＊
田
原
市
博
物
館
担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
説

明
で
す
。

二
月
十
日
〜
三
月
四
日

企
画
展
「
ひ
な
祭
り
展
」

※
入
館
無
料

崋
山
・
史
学
研
究
会
会
員
募
集
中

申
込
場
所
　
崋
山
会
館
事
務
室

毎
月
第
四
土
曜
日
研
究
会

視
察
研
修
（
年
一
回
）
に
参
加
で
き
ま
す
。

崋
山
会
報
　
第
十
七
号

平
成
一
八
年
十
月
一
一
日
発
行

編
集
発
行

財
団
法
人
崋
山
会

理
事
長
　
白
井
孝
市

事
務
局
長
　
光
浦
貞
佳

〒
四
四
一
｜
三
四
二
一

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
巴
江
一
二
の
一

ＴＥＬ
○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
○
○

ＦＡＸ
○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
○
一

編
集
・
協
力

田
原
市
博
物
館

崋
山
・
史
学
研
究
会

会
　
長
　
渡
辺
亘
祥

吉
川
利
明
　
林
　
和
彦

山
田
哲
夫
　
別
所
興
一

林
　
哲
志
　
中
村
正
子

小
川
金
一
　
柴
田
雅
芳

加
藤
克
己
　
中
神
昌
秀

増
山
禎
之

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・

田
原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

次
回
発
行
予
定
　
平
成
一
九
年
四
月
一
一
日
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